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〈第 1 報告〉  

『恍惚の人』についての検討 
金 仁京 

 
 
私は、有吉佐和子という方の『恍惚の人』とその

周辺の作品を研究テーマとしています。『恍惚の人』

は、1972年に発表された小説ですが、私がなぜこの

作家を専攻したか、なぜこれを研究目的にしたかを

お話させていただきます。 
 まず、この作家は、日本の戦前・戦後そして、高

度経済成長期を生きた作家でありまして、この作家

の作品を研究するということは、その時間の流れに

ともなう日本社会の変貌ぶりを知る端緒となるので

はないかと考えております。この作品は、高齢化社

会の問題を生々しく取り上げているのですけれど、

韓国もこれには洩れず、急速な高齢化を迎えていま

す。このことは、もう抽象的な話でなく、日本より

も早いスピードであるということを、後からまた申

し上げる機会があれば、数字についてもふれさせて

いただきます。 
 有吉佐和子に対する一般大衆と文壇での相反する

評価があります。この人はすごい人気があった作家

だったと私は印象を受けています。その作品が映画

化なり、舞台でとりあげられたり、テレビドラマ化

されたりしていますが、芥川賞など賞からは洩れて

いるんですね。そういう意味でなぜ相反する評価が

下されるのか、一般大衆受けする何かの魅力が、純

文学をする人たちからは倦厭されるのか、その部分

について、私はまだはっきりとした書物などに接す

ることができず、その理由は自分なりに手探り状態

であります。 
 韓国では、有吉佐和子さんという方は無名に近い

です。『恍惚の人』という作品は、確かに翻訳本も

出ていますが、それほど出回っておらず、あまり人

に読まれていません。ですから、この方は韓国では

研究実績が少ないし無名に近いです。私は、実はこ

の人のファンです。それで文学的な評価云々ではな

く、自分なりにこの人を愛しているので、研究を続

けながら紹介ができればいいなと思っています。 
 『恍惚の人』の内容の中で、男性中心社会の中で

女性の社会進出の難しさの関連が描かれています。

主人公はバリバリのキャリアウーマンではないんで

すが、法律事務所の事務員として働いています。そ

うしているうちに介護の問題にぶつかり、その負担

を一手に自分で引き受けることになって、少し揺れ

動くところがでてきます。そういう点で関連を見る

ことができると考えています。このような状況とい

うのは日本に限らず韓国のどこでもあり得ることな

ので、女性の社会進出が、かなりの比率で増えてい

るとはいえ、家庭の中での女性の役割がないがしろ

にできないので、一つのモデルケースとしてこの作

品を見て、韓国女性の抱えている問題を理解する判

断材料になると思います。 
 有吉佐和子は1931年に生まれています。東京女子

大の短大の英語科を卒業しています。カトリックの

洗礼を受けたことは彼女の思想のベースになってい

ると思いますので、こういうものを今期勉強してき

ました。女子短大在学中も古典芸能に関心を持ち、

演劇評論家を夢見ていて、これが彼女の作品に色濃

く出ています。彼女がデビューすることになる作品、

『地唄』という作品があるのですが、歌舞伎や浄瑠

璃に関係のあることをテーマにしています。有吉佐

和子が文学界の新人賞候補から洩れた理由は、新人

にしては古すぎるという評価だったからです。その

後、様々な作品がありまして、1972年に『恍惚の人』

が新潮社から刊行され、ベストセラーになります。

このときは、日本で「恍惚」という言葉が流行語に

なったそうです。1984年、53才で杉並の自宅で急性

心不全で死亡します。 
 『恍惚の人』のあらましを簡単に述べさせて頂き

ます。 
弁護士事務所で事務員として働いている主人

公昭子は、ある土曜日、仕事からの帰り道、顔

色が変わってどこかに行きかけている舅と一

緒に帰ることとなる。姑が起きないのでおなか

が空いていると言ってきた舅の話に驚き、離れ
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に行ってみると、姑は玄関に倒れたまますでに

死亡していた。しかし姑の突然死よりも昭子を

当惑させたのは、舅がぼけてしまった事実だっ

た。舅は自分の息子と娘の顔すら覚えておらず、

いじめていた嫁とかわいがってもいなかった

孫しか記憶しないでいるのであった。結局葬儀

を済ました後から、昭子は夫の協力も得られず

一人で舅の面倒を見ることになる。しかし夜も

徘徊を続けるぼけ老人を抱えて、仕事を続ける

ことは不可能に近いことであった。昭子自身、

現実打開策として社会福祉関係施設などを訪

ねてみたりするが、福祉施設の職員からは、か

えって老人ホームなどの施設に入れるより、家

で見るのが最善だとの話を聞き苦しむばかり

である。ある日昭子の長電話中に舅がお風呂で

おぼれ急性肺炎になり危険な状態になるが、奇

跡的に回復する。この事件に責任を感じた昭子

は最善を尽くし面倒を見ることを心に誓う。 
 この作品で私が論点と考えているのは、こういう

状況を設定するのが問題提起としての新鮮さがある

のかということですが、当時としては時代を先取り

した作家の鋭利な問題意識が充分現れた作品という

評価が多いです。日本において2000年に介護保険が

施行されていますが、韓国でも同じようなものが

2006年2月7日に再提案が議決されているので、2007
年か8年から施行されると思います。この作品が1972
年のもので、保険そのものに彼女はふれてはいない

んですけれども、その必要性などを訴えているとい

う意味で時代を先取りする問題提起があったのでは

ないか、という点については私も認めております。

介護老人を抱えた家庭は、そのことを内緒にする傾

向があるのではないかと思うのですけど、その介護

の現実を、内容そのものは、かなりすさまじいもの

があるんですけれども、ユーモラスに取り扱い、社

会問題として取り上げた点は新鮮でありました。読

者が十分納得できそうな状況を描いているのです。

そういう点で現実適合性もあると思います。作品の

中での家族構成は、核家族化が進む中での標本的な

もので、三人家族です。諸々の事情があって親との

同居をすることになりますが、母屋ではこの親子三

人が住み、離れで老夫婦が住んでいる設定で、食事

なども別々にしたりして、それほど同居そのものが

息苦しくないのです。夫の職業は商社マン、妻は法

律事務所の事務員で経済的にも中産階級に属するの

ではないかと思います。子どもは一人で高校生なの

で、いくらか介護に協力できそうな年齢、隣近所の

方が葬儀の時に手伝ってくれたりするところから、

まだまだ近所づきあいが残っている状態ではないか

と思います。昭子はかなり介護に疲れていろんなと

ころに相談に行きますが、当時としては社会的にも

設備が整ってないわけです。痴呆老人を扱ってくれ

るところなど無いに等しく、養老院に入れるとか、

精神病院に入れるとか、そのようなことは暗黙でな

されていたようですが、それはこの作品には出てい

ないです。ともかく、昭子が保護施設にいって相談

してみると、家で見るのが一番良いですよと、言葉

は柔らかであっても、結局、突き返されるというこ

となのです。 
 次の論点と思っているのが、登場人物の葛藤構造

が、どれほど問題の本質をあらわにしているのかと

いうことですが、この介護の問題が家庭の中だけで

は解決できないということを、登場人物間の葛藤と

説得力のあるストーリー展開で描写していると私は

思います。しかし、夫は、自分の父親が自分の将来

の延長線上にあると思い、自分もそのようになるの

ではないかと不安がり、しかも商社マンである仕事

柄、忙しいことを理由に介護には参加しません。夫

の妹は自分の惚けた父親を嘲笑します。あざ笑うの

です。そして自分の家が遠いことなどを理由に、結

局葬儀が終わって初七日が過ぎた後にはもう介護に

は参加しないで帰ってしまう。昭子の息子は受験を

控えているため、介護に参加するのは現実的には困

難ですが、母親の相談にも乗ってくれたり、協力的

なのです。それで、かえって主人公が負い目に感じ

るようになります。昭子は法律事務所に勤めており、

介護と仕事の両立の難しさに悩んでいるのです。 
 次に葛藤解消過程でどんなに説得力のある問題解

決の糸口を提供しているのかという点で考えてみま

すと、介護の現実打開策を社会に求めようとはして

いないのです。もちろん施設を尋ねたり、相談した

りはしますが、積極的でなく、家で看た方が良いで

すよと言われたら帰ってしまうという程度です。だ

から男性中心社会の印象とイデオロギーに適う解決

策を選んでいるのではないかと印象づけられました。

昭子自身は、夫にかなり不満はあります。夫の仕事

に差し支えがないように、夫の立場を理解し、それ

ほど強力に介護に参加させるということはしないの

です。義理の妹に対しても、あまり期待はせず、彼
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女の立場を受容します。息子に対しては、介護に参

加してくれることに感謝しながらも、負い目を感じ

ているが、その息子が模擬試験で全国でもかなり成

績が優秀であることで救われています、彼女の職場

の上司や同僚も彼女と同じ境遇にいた経験があって、

相談に乗ってくれたり、仕事の便宜を払ってくれた

りで、職場から自分が阻害されているのではないか

いう不安を打ち消しています。 
 有吉佐和子の作品が大衆に人気があり、ストーリ

ーテラーとしての才能は認められつつも、文壇では

評価されない理由について、明確に書かれているも

のは見あたりません。それでは有吉佐和子の作品に

はどんな問題があり、どんな点で評価が分かれてし

まうのか？この点、問題の核心は彼女の作品が問題

を浮き彫りにし、新しい世界を垣間見ることまでは

させてくれるが、問題解決の仕方は中途半端で、既

存の男性中心的なイデオロギーをベースに、現実に

妥協するかたちで問題を解決しようとすることで、

新しい秩序と制度の形成の可能性を提示するまでに

は至らず作品が終結していることにあるのではない

かと考えられます。 
 今後の追加的検討事項としては、この主題を扱っ

た他の作品との比較、この作品についての他の論者

の指摘についての検討、有吉佐和子の他の作品との

比較、韓国の文化作品の中でこのようなテーマの扱

い方などなどを考えています。 
 
 
◇ 質疑応答 

司会：小説の内容が、現代のまさに今の時代を反映、現代

に現れている社会問題に関係がありますので、そうい

う観点からの質問はどうでしょうか。 
フロアー（お茶）：私自身わからなかったのですが、まと

めの所に文壇で評価されないとあるのですけれども、

文壇で評価されるというのは、なんとか賞受賞という

ことを考えていたのですが、そういうことではないん

ですか？有吉佐和子はいろいろ賞を受賞しているよう

なのですが。 
報告者：彼女自身、芥川賞がほしいと自伝で言っているの

ですね。結局、芥川賞はもらっていないのです。芥川

賞をもらってこそ一人前の作家なのかという疑問を私

自身持っていますし、それについての答えがまだ得ら

れていません。これだけの、かなりの作品を残してい

て、賞ももらっていて、人気もあって、売れっ子作家

というレッテルが貼られているはずの人でありながら、

文壇で評価されなくて、私は賞に恵まれなくてという

愚痴をこぼしているんですね、彼女自身。ですから、

私としては、やはり芥川賞をもらわないと純文学では

認められてないというように作家でありながらも皆さ

ん思っていると思うのです。 
フロアー（お茶）：芥川賞をもらっていないという自伝は、

いつ頃書かれたものですか？ 
報告者：これが出版されたのは2000年ですが、内容を読ん

でみると、賞の候補になって落とされてそういうこと

を言っています。『太陽の季節』と競って賞を逃した

あとに残念会をやってくれ、残念会をやってくれと言

いふらしていて、みんなに生意気じゃないかといわれ

るのです。デビューしていくらも経っていないのに、

その候補になっただけで儲けもんじゃないかというよ

うな評価をないがしろにして残念会をやれと言ったも

のですから。結局周りの人は残念会を開いてくれまし

た。自伝そのものは有吉佐和子自身が書いていて、編

解説が宮内順子さんという帝塚山学院大学の教授です。

他の賞はほしいままに手にしているんですけれども、

純文学からは自分は阻害されたということでかなり根

にもったんじゃないかという風に。 
フロアー（お茶）：そのことを漏らしたというのは、芥川

賞候補になって落ちた頃ということですか。 
報告者：そうです。 
フロアー（お茶）：私の認識が間違ってなければですけれ

ど、芥川賞というのは新人の作家というか。 
報告者：彼女は新人。それでも彼女は、自分が作家として

の生活が25年たった後にも、四半世紀私は作家をやっ

てて、まだまだ芥川賞がほしいと言っているんです。

ものすごい執念なんですけれども、なぜそれまでそれ

がほしいのかと考えるんですけれども、やはりそれは

主観的な問題ですから、社会的な評価とは別にこれが

ほしいというのは客観的な物差しでは判断できないも

のがありますから、25年たった後も芥川賞がほしいっ

て言っているので、やっぱりそれが残念でならなかっ

た人ではないかと思うんです。 
フロアー（お茶）：本人は欲しかったかもしれないけれど、

これはある一定の時期しかもらえない賞の可能性があ

る。それが取れてないからってイコール評価されてな

いということにつながるかどうか、ちょっと私はわか

らないのでそれをお聞きしたいのですけれども。 
報告者：それはそうなんですけども、だから純文学では、

新人だけがその賞をもらうとしたら、それは、新人で

ない時期でもかなりいいものを書いているかもしれな

いですよね。彼女が客観的な物差しで考えたときに。

でも、文壇では評価されていないというふうな印象を

受けているのは、これだけの賞をもらっていながら彼

女がそれだけ執着するのは、なぜかという疑問で。や

はり、その賞をもらわないと一人前になっていない、

ならないのかなというふうに私が憶測なんですけれど

考えているわけなんですね。 
司会：逆にその文壇で評価される、特に芥川賞で選ばれて、

選考される基準というか。 
報告者：そうなんです。ですから選んだ評価を書いてある
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ものがあるじゃないですか、文藝春秋に載ったりする

わけです。それを探しましたが、あまりにも簡単で、

落ちたことについての評価、なぜ落ちたのかというの

が出ているものもそんなに詳しく書いてないのです。

所々、この関係者周辺の作家たちが、何か一つのエピ

ソードみたいな形で語り合うという感じです。それこ

そ、その後は、審査員が彼女の作品が新人にしては少

し古すぎるとか、人情めいた話であるという評価で落

とされているのです。だから、なぜ新人がこういうこ

とを書いてはいけないのかと疑問を持つのですが、審

査する人には、浪花節的な人情に訴えるものは、あま

り良い印象を受けないのかなと思うんですね。 
司会：たとえば、この本に対するその書評などはあります

か。 
報告者：ファンである人だとか、評論家の人だとか、いく

つかあります。 
司会：評価はどうなんですか？ 
報告者：評価は、彼女が問題提起している点で、彼女がと

ても時代を先取りしたテーマを扱っている、社会性が

あるということに絞られています。それを私も否定す

るわけではないのですが、問題の解決の仕方が、中途

半端というか、そういう解決の仕方の方がうまくまと

まるんですね。正面突破をして、柳のように曲がるわ

けでなく、竹のように割れてしまったら、結婚生活そ

の場で終わりです。それは夫婦関係のみでなく、その

周りの関係でもそうですけれど。ですから私が中途半

端と表現する問題の解決の仕方が現実的には、ある意

味では賢いかもしれないです。生きる上では。でも、

介護の問題を考えたときに、この閉鎖された家庭の中

で、ある一人が背負うべきなのかという点で疑問を感

じているわけです。そして、全部抜け道があるんです

ね。私一人で我慢すればいいわというような形で解決

をみるという点で私は中途半端と言っているわけで、

彼女はかなり因習にとらわれた女性を描くのがうまい

という評価を受けているだけに、こういう解決の仕方

は現実的ではあるのです。他の作品に描かれている女

性の生き方そのものも、元気が出るような、すごく悲

しいけれども笑いを誘うような描き方をしてるのです。

ですから、それが生きる知恵なのかと思う反面、文学

作品そのものが社会に与える影響や、その役割を、こ

うしなければいけないのよという定義を持って読んで

しまうと、この作品は、そういう点では不備ではない

かという印象を受けざるをえないところがあります。 
フロアー（お茶）：カトリックの洗礼を受けたとかござい

ましたが、この方の作品の中でカトリックの洗礼を受

けたという結果が、どういう風に内容に表れているの

かを教えていただけたらと思います。 
報告者：『緋色』という作品がありますが、その作品は、

そんなにカトリックそのものの、信者が出てくるとい

うものではないのですが、戦争花嫁になった人が、ア

メリカに渡るのですが、その当時日本では、妊娠をす

ると病院に行けば、人工中絶が簡単にできる時代だっ

たようなんです。しかし、アメリカでは当時、特定の

州を除けばそれができないです。カトリック信者だか

ら中絶ができないというような内容は出てこないんで

すけれども、その戦争花嫁として一緒に船で渡ってい

る人が何人か妊娠し、中絶をしようとしてもできず、

かなりのお金をかけて、しかも闇でやらなければいけ

ない状況の中で、そんなに罪を感じるような表現はな

いのですが、逆に罪を感じない表現が出ているだけに、

これはいけないんじゃないかなと感じてしまう、反面

教師みたいな表現があるわけなんですね。で、そのほ

かにこれといって宗教的なものを感じたというのは、

私は今まだ読んでないので、申し上げることはできま

せんが、『緋色』に関しましては、妊娠をした人が中

絶をするにあたり持つ感想とかそういうものがありま

して、なんとなくそれが滲んでいるのではないのかな

と思いました。
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